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可視光線を吸収して、光は遮断されます

が、赤外線は通すので、熱さを感じ、燃え

やすいものを近づけると燃え上がるのです」

とのこと。赤外線だけを通す仕掛けはフラ

スコ内のワインレッドの液体にあったのだ。

さて、次なる実験は、中身の違う3種類

のフラスコの熱さの違いを比較する実験。

①のフラスコには水だけ

②のフラスコには二硫化炭素のみ

③のフラスコには二硫化炭素とヨウ素

をそれぞれ入れる。順番に3つのフラス

コにライトを当てて、手を近づけて熱さ

を比較してみよう。①、②、③のフラス

コのうち一番熱いのはどれ?

①のフラスコに強いライトを当てると、

光はレンズ効果で集まるがそれほど熱く

はならない。熱効果は赤外線のほうがず

っと大きいことがわかる。③の二硫化炭

素とヨウ素の入ったフラスコは赤外線だ

けを通すので、①よりも熱くなる。しか

し、最も熱くなるのは可視光線も赤外線

も通す②の二硫化炭素入りのフラスコだ。

というわけで、正解は②。綿火薬を近づ

けて燃え上がるのは②と③のフラスコと

いうことも確認しておこう。

光の中には目に見える可視光線と目に

見えない赤外線や紫外線などの不可視光

線がある。見えない赤外線を感じるには

まず、光の中から赤外線だけを集める必

要がある。では一体どうすればよいのか。

そんな発想から生まれた実験がこれ。

＜材料＞

フラスコ、二硫化炭素（CS2）、ヨウ

素、強い光を放つライト、綿火薬

＜手順＞

1） フラスコの中に二硫化炭素とヨウ素

を入れると、ヨウ素の色素である赤紫

色になる。

2）1）のフラスコに強い光を当てる。

3） フラスコに手を近づけて熱さを感じ

てみよう。

4）綿火薬のような燃えやすいものをフラ

スコに近づけると、パッと燃え上がる。

ワインレッドのフラスコは光を遮断して

しまうのに、手を近づけると熱さを感じた

り、綿火薬に火がついたのはなぜだろう?

「それはそこに赤外線が集まったから」と

ズバリ正解を明かす傳治郎先生。ではなぜ

そこに赤外線だけ

が集まったのか?

「ヨウ素は目に見

える可視光線は通

しませんが、赤外

線を通します。二

硫化炭素もヨウ素

をよく溶かします

し、そのうえ赤外

線を通します。で

すから強いライト

をフラスコに当て

ると、その中に溶

けているヨウ素が


